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特別講演・
招待講演 1 ⼭岸良匡, 地域みんなで⽣活習慣病・認知症・フレイル予防, 筑⻄市地域⼥性団体連絡会「健康問題を考える集い」,　筑⻄, 2⽉17⽇, 2024



特別講演・
招待講演 2 ⼭岸良匡, 順天堂⼤学におけるこれからの地域疫学研究, 第343回順天堂⼤学衛⽣・公衆衛⽣合同ゼミナール, ⽂京区, 5⽉21⽇, 2024

特別講演・
招待講演 3 ⾕川武, シンポジウム27 医師の働き⽅改⾰における⻑時間労働医師への健康確保措置　－改訂版マニュアルの概要と⾯接指導の実際－, 第97回⽇本産業衛⽣学会, 広島, 5⽉

22⽇-24⽇, 2024
特別講演・
招待講演 4 ⼭岸良匡, 筑波⼤学における脳卒中の予防医学研究, 筑波⼤学脳卒中予防治療学講座特別講演, つくば, 6⽉13⽇, 2024

特別講演・
招待講演 5 ⾕川武,  産業医セッション1，「医師の働き⽅改⾰における「⻑時間労働医師への健康確保措置に関するマニュアル」の睡眠医学的背景」, 第74回⽇本病院学会，津，7⽉5⽇，

2024
特別講演・
招待講演 6 和⽥裕雄,⾕川武, 医師の働き⽅改⾰－睡眠に注⽬した医師の健康確保措置に関するマニュアルから―, シンポジウム17「睡眠を中⼼とした産業保健領域における最新知⾒」,  第48

回⽇本睡眠学会⼤会, 横浜, 7⽉18⽇, 2024
特別講演・
招待講演 7 ⾕川武,  Meet the Expert 5，睡眠健診の開発と普及 －睡眠呼吸障害スクリーニングと睡眠負債の可視化を中⼼に－, ⽇本睡眠学会第48回定期学術集会，横浜，7⽉19

⽇，2024
特別講演・
招待講演 8 和⽥裕雄,⾕川武, ⼩児のSleep Health︓疫学的エビデンスから, 特別企画「Pediatric Sleep Health」, 第48回⽇本睡眠学会⼤会, 横浜, 7⽉19⽇, 2024

特別講演・
招待講演 9 ⼭岸良匡, 筑⻄市健康副読本の活⽤について, 筑⻄市健康副読本担当者研修会，筑⻄，8⽉21⽇, 2024

特別講演・
招待講演 10 ⼭岸良匡, 健康〇×クイズ,   筑⻄市健康まつり，筑⻄，10⽉26⽇, 2024

特別講演・
招待講演 11 中部貴央, 原広司, ⽥渕 ⼀, 荒神裕之, 的場匡亮, ⻲⽥義⼈, 伊藤絢乃, 本⽥⿓司︓若⼿会員の会企画︓第1回病院⾒学ツアー活動報告, 第62回⽇本医療・病院管理学会, 

和光, 10⽉26⽇-27⽇, 2024
特別講演・
招待講演 12 植⽥ 結⼈, 和⽥ 裕雄, ⾕川 武,  睡眠と休養2024:安⼼安全を衛る最新の知⾒から　教育現場における睡眠と休養の観点から,  第83回⽇本公衆衛⽣学会総会，札幌，10⽉

29⽇-31⽇, 2024
特別講演・
招待講演 13 ⼭岸良匡, 地域みんなで予防する認知症・⽣活習慣病︓多⽬的コホート研究でわかったこと, 多⽬的コホート研究⼆⼾地域健康講演会，軽⽶，11⽉28⽇, 2024

特別講演・
招待講演 14 ⼭岸良匡, ⽣活習慣病予防のためのエビデンスと実践, ⻑崎県保険者協議会令和６年度特定健診・特定保健指導に関わる実務者研修会，⻑崎，12⽉11⽇, 2024

特別講演・
招待講演 15 ⼭岸良匡, ライフコースの観点からみた我が国の健診・検診プログラム, ⽇本学術会議・第９回⽇本糖尿病・⽣活習慣病ヒューマンデータ学会年次学術集会共催公開シンポジウム，名

古屋，12⽉22⽇, 2024


